
発信みんなの笑顔、発信オーライ！

02P　阿久根市政ニュース
08P　市役所からのお知らせ
11P　あくね eco通信、消費生活コーナー
12P　健康コーナー
14P　まちのアルバム　みんなの話題
21P　鶴翔ニュース
22P　小・中学校弁論大会
24P　くらしの情報
26P　うぶごえ・おくやみなど
28P　イベントのお知らせ

目 次

2017

９
No.848

（平成29年９月15日発行）

広報

東
シ
ナ
海
に
沈
む
美
し
い
夕
日
を

　
た
ま
に
は
ゆ
っ
く
り
眺
め
て

　
　
ホ
ッ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
【
写
真

：

道
の
駅
あ
く
ね
】



阿久根市自主文化事業特別企画

２０１５年ノーベル生理学・医学賞を受賞

大村 智 博士　

講演会 ( 北里大学特別栄誉教授 ) 

大村博士の友人で、関東阿久根会会長の
鳴川洋一 ( ひろかず ) さん（右）

２
０
１
５
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た

大
村
智
・
北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授
の
講
演
会
が
７
月
30
日
、

阿
久
根
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
関
東
阿
久
根
会
の
協

力
の
も
と
、
市
の
自
主
文
化
事
業
の
特
別
企
画
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

大
村
博
士
は
「
私
の
半
生
と
社
会
貢
献
」
と
題
し
、
自

身
の
生
い
立
ち
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
話
さ
れ
、
７
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

大
村
博
士
は
山
梨
県
韮
崎
市
の
農

家
に
生
ま
れ
、
少
年
時
代
は
早

朝
か
ら
農
作
業
を
し
た
後
に
学
校
に

通
っ
て
い
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
高
校
・
大
学
時
代
は
ス
キ
ー
に
熱
中

し
、
国
体
に
も
出
場
し
た
経
験
を
披
露
。

そ
の
中
で
「
レ
ベ
ル
の
高
い
環
境
に
身

を
置
く
こ
と
は
大
事
だ
」
と
い
う
、
そ

の
後
の
研
究
生
活
に
お
い
て
重
要
な
こ

と
を
学
び
ま
す
。

　
山
梨
大
学
を
卒
業
後
、
都
内
の
工
業

高
校
の
夜
間
部
で
教
師
を
し
な
が
ら
東

京
理
科
大
大
学
院
で
化
学
を
学
び
、
修

士
課
程
を
修
め
る
な
ど
、
猛
烈
に
勉

強
・
研
究
し
た
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

阿久根市政ニュース
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信
条
は
、
一
期
一
会
。

｢

出
会
い
を
大
事
に
す
る
か
し
な
い
か

で
運
命
が
変
わ
っ
て
く
る
」

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
留
学
時
の
人
脈
が

生
き
、
ア
メ
リ
カ
の
製
薬
会
社
と
共
同

研
究
で
治
療
薬
開
発
に
結
び
つ
い
た
こ

と
や
、
人
材
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、
自

身
の
研
究
室
か
ら
31
人
の
教
授
が
誕
生

し
た
こ
と
な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
人
と
の
出
会
い
を
大
事
に

し
て
ほ
し
い
、
長
生
き
す
る
た
め
健
康

管
理
は
大
事
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

大村 智（おおむら・さとし）博士
　昭和 10 年　山梨県韮崎市生まれ。微生物の生産する有用な新規天然

有機化合物の発見を目指して独創的な研究を推進し、約 500 種類の化

合物を発見。それらのうち、26 種が医薬、動物薬、生化学研究用試薬、

農業用薬剤として広く使われ、感染症の治療・撲滅、生命現象の解明な

どに貢献しています。特に抗寄生虫薬イベルメクチンは熱帯病のオンコ

セルカ症およびリンパ系フィラリア症の他、糞線虫症、疥癬の予防・治

療薬などとして年間約３億人に使われており、2015 年文化勲章および

ノーベル生理学・医学賞を受賞されました。
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農業委員会の   新体制がスタート

【後列左から】※敬称略
　髙原　熊夫、冨永　勝志、松下　輝男（会長代理）、尻無濱　俊幸、堂後　善人、京田　提樹、田嶋　輝男（会長）
【前列左から】※敬称略

石坂　務、枦　幸三、春原善幸副市長、西平良将市長、石原　千代年、樫八重　玲子、坂口　輝美

任期：平成 29 年７月 20 日～平成 32 年７月 19 日

農 業 委 員

問い合わせ先　農業委員会事務局　☎ 0996-73-1249 

第
23
期
阿
久
根
市
農
業
委
員
会
委
員
の

辞
令
交
付
式
が
７
月
20
日
、
市
役
所

で
行
わ
れ
、
西
平
良
将
市
長
か
ら
12
人
の
委

員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年

４
月
に
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
委
員
は
、
推
薦
、
公
募
を
経
て
市

議
会
の
同
意
を
要
件
に
市
長
が
任
命
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
西
平
市
長
は
「
委
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
新
た
な
体
制
の
中
で
農
地
に

関
す
る
許
可
等
の
業
務
は
も
ち
ろ
ん
、
今
回

新
た
に
必
須
業
務
に
な
っ
た
農
地
利
用
の
最

適
化
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
本
市
の

農
業
の
発
展
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
辞
令
交
付
後
に
は
第
１
回
総
会
が

開
催
さ
れ
、
会
長
に
田
嶋
輝
男
氏
、
会
長
職

務
代
理
者
に
松
下
輝
男
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
委
員
の
任
期
は
、
平
成
29
年
７
月

20
日
か
ら
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

※
委
員
の
主
な
業
務
内
容

・
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関

す
る
指
針
の
策
定
・
変
更

・
農
地
な
ど
の
権
利
移
動
の
許
可
、
農
用
地

利
用
集
積
計
画
の
決
定

・
農
地
転
用
許
可
の
決
定

・
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て
、
市
長
な
ど
へ
具
体

的
な
意
見
の
提
出

阿久根市政ニュース
Akune Municipal Administration News
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農業委員会の   新体制がスタート

【後列左から】※かっこ内は担当区域、敬称略
　白濵　和利 （脇本）、尾上　進（西目・大川）、 石原　岩雄（脇本）

【前列左から】※かっこ内は担当区域、敬称略
小田原　時久（山下・波留・その他の地域）、辻　喜久男（折口・多田・赤瀬川） 、竹原　長政(脇本) 、 松下　統一(鶴川内)  

農地利用最適化推進委員
任期：平成 29 年８月１日～平成 32 年７月 19 日

３年に１回改選

第
１
期
阿
久
根
市
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
８
月
１

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
田
嶋
輝
男
農
業
委

員
会
会
長
か
ら
新
た
に
選
任
さ
れ
た
７
人
の

委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
推
進
委
員
は
改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
農
業
委
員
と
連
携

し
て
、
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
を
推
進

す
る
た
め
に
今
回
か
ら
新
設
さ
れ
た
制
度
で

す
。な

お
、
推
進
委
員
の
任
期
は
、
平
成
29
年

８
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

※
委
員
の
主
な
業
務
内
容

・
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促

進
）
に
係
る
現
地
調
査
お
よ
び
農
業
者
と

の
調
整

・
担
当
区
域
内
の
農
地
に
係
る
利
用
状
況
調

査
・
農
業
委
員
会
の
総
会
に
お
け
る
活
動
報
告

お
よ
び
意
見
申
述
な
ど

委嘱状を受け取る農地利用

最適化推進委員。
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親子で学ぶ星空観望会を実施

児童・生徒が魚料理に挑戦！

　　　　　-大川中、三笠中 -

夏
の
星
座
な
ど
を
学
ぶ
星
空

観
望
会
が
８
月
10
日
、
西

目
地
区
集
会
施
設
で
行
わ
れ
、
親

子
連
れ
な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
２
回
目

の
開
催
。
夜
空
に
は
美
し
い
星
空

が
広
が
り
、
参
加
者
は
夏
の
星
空

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
国
内
で
２
つ
し
か
な

い
直
径
約
４
メ
ー
ト
ル
の
４
次
元

デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
が
設
置
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
始
ま
る
前
か
ら
わ

く
わ
く
し
た
様
子
で
し
た
。

　
講
師
に
は
県
立
博
物
館
の
内
祥
一

郎
・
学
芸
主
事
が
招
か
れ
、
デ
ジ
タ
ル

地
球
儀
や
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
な
が
ら
、

木
星
や
土
星
、
夏
の
夜
空
、
ペ
ル
セ
ウ

ス
座
流
星
群
な
ど
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出

て
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
土
星
な
ど
を

観
察
し
た
り
、
撮
影
し
た
ば
か
り
の
天

の
川
を
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
見
た
り
し

ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

　
こ
の
日
、
出
来
た
料
理
は
、
タ
カ
エ

ビ
の
フ
ラ
イ
、
キ
ビ
ナ
ゴ
の
青
の
り
か

ら
揚
げ
、
サ
バ
の
か
ら
揚
げ
甘
辛
だ
れ

の
３
種
類
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
食
べ

ま
し
た
。
大
川
中
１
年
の
若
松
伶れ

い

ん胤
君

は
「
サ
バ
の
３
枚
お
ろ
し
が
難
し
か
っ

た
け
ど
、
上
手
に
で
き
た
」
と
満
足
げ
。

ま
た
、
三
笠
中
２
年
の
新
穂
文
康
君
は

「
い
つ
も
自
分
で
釣
っ
た
魚
を
自
分
で

さ
ば
い
て
い
る
。
楽
し
く
調
理
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
水
産
林
務
課
課 

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
６
２

魚
の
こ
と
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
大
川
中
学
校
で
７
月

26
日
、
脇
本
地
区
公
民
館
で

８
月
20
日
に
魚
の
料
理
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
川
中

に
は
、
同
中
生
徒
や
大
川
小

学
校
児
童
、
保
護
者
な
ど
約

40
人
が
参
加
、
脇
本
に
は
三

笠
中
学
校
の
生
徒
や
脇
本
小

学
校
の
児
童
、
保
護
者
な
ど

約
15
人
が
参
加
し
、
市
職
員

や
北
さ
つ
ま
漁
協
女
性
部
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
料
理
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

上）西目地区集会施設グラウ

ンドで、県立博物館の内・学

芸主事が天の川を撮影。写真

中央から左上にかけて白い帯

状になっている星群が見えま

す。

右）４次元デジタル地球儀を

使ってわかりやすく天体の学

習会を行いました。

阿久根市政ニュース
Akune Municipal Administration News
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現地実習を受けた大学院生の皆さんや教授、北さつま漁協の佐泻 藏代表理事組合長や職員たち

市役所玄関に掲げられた開催決定の横

断幕。開催に向けて、市では準備をす

すめていきます。

大学院生を受け入れ

市の水産業の取り組みを紹介

市
と
北
さ
つ
ま
漁
業
協
同

組
合
（
漁
協
）
が
共
同

で
８
月
31
日
、
鹿
児
島
大
学
大

学
院
水
産
学
研
究
科
（
安
楽
和

彦
教
授
）
の
学
生
の
現
地
実
習

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
大
学
院
で
は
夏
休
み
期
間
を

利
用
し
て
、
日
本
人
学
生
や
タ

イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
の
留
学
生
、
そ
し
て
政

府
職
員
を
対
象
に
し
た
約
40
日

間
の
特
別
講
義
を
開
い
て
お
り
、

阿
久
根
で
実
習
す
る
の
は
初
め

て
で
す
。

　
磯
焼
け
の
原
因
と
さ
れ
る
ウ

２
０
２
０
年
10
月
３
日
か

ら
13
日
ま
で
の
11
日
間
、

鹿
児
島
県
で
第
75
回
国
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
、
７
月
18
日
に
あ
っ
た
日

本
体
育
協
会
の
理
事
会
で
正

式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
本
市

で
は
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
を
開

催
す
る
会
場
と
し
て
決
ま
り
、

全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
で
競

い
合
い
ま
す
。

　
ま
た
、
正
式
競
技
と
は
別

に
、
健
康
増
進
や
体
力
の
向

上
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、「
ビ
ー
チ
フ

ラ
ッ
グ
ス
」
お
よ
び
「
遠
泳
」
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
☎
０
９
９
６(

７
３)

４
６
４
９

ニ
を
駆
除
し
、
藻
場
が
回
復
し

て
き
て
い
る
と
い
っ
た
事
例
や

放
流
事
業
な
ど
を
市
が
紹
介
し

た
後
、
漁
協
の
職
員
の
方
々
が

施
設
内
を
案
内
。
学
生
た
ち
は

貯
氷
庫
で
マ
イ
ナ
ス
温
度
の
世

界
を
体
験
し
た
り
、
１
本
の
重

さ
約
１
４
０
kg
の
大
き
な
氷
が

で
き
る
製
氷
工
場
な
ど
を
見
学

し
、
阿
久
根
な
ら
で
は
の
水
産

業
の
取
り
組
み
に
最
後
ま
で
興

味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
水
産
林
務
課

　
☎
０
９
９
６

　
　
（
７
３
）
１
１
６
２

2020年鹿児島国体を正式決定

　阿久根はボクシング競技会場に
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行政相談所を開設します
総務課　行政係 　☎0996-73-1210

平成29年就業構造基本調査を実施します
企画調整課　統計調査係 　☎0996-73-1215

家屋および周辺道路の実態調査を実施します
都市計画課　都市計画係 　☎0996-73-1196

特設人権相談を実施します
市民環境課　住民年金係 　☎0996-73-1218

秋の全国交通安全運動を実施します
総務課　危機管理係 　☎0996-73-1210

◇対　象
　本市においては、平成27年に実施された国勢調査全
209調査区のうち、総務大臣が指定する９調査区にお住
まいの世帯から抽出された世帯で、15歳以上の世帯員

◇基準日　平成29年10月1日 日

『ルールとマナー 乗せて走ろう 秋の道』

◇期　間　９月21日 木～９月30日 土　
【運動の重点】
・子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転
者の交通事故防止
・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通
事故防止
・全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶

◇日　時　10月13日 金　
                  午前10時～正午

◇場　所　市民会館２階 第７会議室

「お気軽にお問い合わせください！」
　　行政相談員
　　佐泻福美さん　☎0996-72-1892

◇調査期間　　平成29年９月19日 火～
　　　　　  平成29年10月20日 金

◇日　時　10月５日 木　
                  午前10時～午後3時

◇場　所　働く女性の家 相談室

　
10
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
は
「
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
総
務
大
臣
委
嘱
の
、
本
市
行
政

相
談
委
員
で
あ
る
佐
泻
福
美
さ
ん

が
、
皆
さ
ま
の
相
談
相
手
と
し
て

役
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕
組

み
、
手
続
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
記
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

　
市
で
は
現
在
、
脇
本
地
区
の

一
部
に
つ
い
て
都
市
計
画
区
域

へ
の
編
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
建
築
基

準
法
が
適
用
さ
れ
る
た
め
家
屋
お

よ
び
周
辺
道
路
に
つ
い
て
、
市
が

委
託
し
た
調
査
員
　(

※)

が
上

記
期
間
中
、
調
査
や
測
量
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
委
託
先

　
ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社

　
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
人
権

擁
護
委
員
お
よ
び
法

務
局
職
員
が
「
特
設

人
権
相
談
」
を
実
施

し
ま
す
。
家
庭
内
の

問
題
、
子
ど
も
、
女

性
、
高
齢
者
お
よ
び

障
が
い
者
な
ど
の
人

権
の
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
相
談
は
無

料
で
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

　
就
業
構
造
基
本
調
査
は
５
年
ご

と
に
実
施
さ
れ
、
ふ
だ
ん
仕
事
を

し
て
い
る
か
ど
う
か
や
就
業
に
関

す
る
希
望
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、

全
国
お
よ
び
地
域
別
の
就
業
構
造

に
関
す
る
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基
づ

く
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
　

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調

査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま

す
。
調
査
内
容
は
、
統
計
目
的
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
調
査
の
趣
旨
な
ど
を
ご
理

解
の
う
え
、
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

市役所からの 

お知らせ 
Notification from Akune City Hall 

市が行う制度や行事などをお知らせ

します。ご不明なことがあれば、お問

い合せください。 
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マイナンバーカード・

マイナンバー通知カードの

受け取りはお済みですか ?!
市民環境課　住民年金係 　☎0996-73-1218

医療療養病床に入院している

65歳以上の方は、光熱水費の負担額が変わ

ります� 健康増進課　国保係 　☎0996-73-1224

平成30年春に小学校に入学する子どもを

対象とした就学時健康診断を実施します
学校教育課　指導係 　☎0996-73-1258

認知症カフェを毎月実施中!!
地域包括支援センター 　☎0996-73-1272

◇開庁日時（各日、日曜日）

 10月8日、11月12日、
 12月10日　午前８時30分～正午  
　※１月以降の日程は、市ホームページや市　　
　　が発行するカレンダー「こよん」でご確
　　認ください。  　

平成 29 年
9 月まで

平成 29 年
10 月から

平成 30 年
４月から

医療の必要性の
低い方
( 医療区分Ⅰの方 )

３２０円 ３７０円 ３７０円

医療の必要性の
高い方
( 医療区分Ⅱ・Ⅲの方 )

０円 ２００円 ３７０円

・指定難病の方
・老齢福祉年金受給者
・境界層該当者

０円 ０円 ０円

《１日当たり負担する光熱水費》

対象者は
必ず受診して
ください！

◇対象者　平成23年４月２日～平成24年４月１日生
◇受　付　午後１時10分～午後１時30分
　　　　　　※健診は午後４時30分終了予定
◇期　日　　

　

▲

10月５日 木
　　市街地（潟、大丸、波留、高松、上野、町、新町、浜、
　　　　　　倉津、遠見ヶ岡）、
　　大川地区、山下地区、折口地区、多田地区

　

▲

10月６日 金
　　赤瀬川地区、西目地区、鶴川内地区、尾崎地区、
　　田代地区、脇本地区
◇場　所　市民会館

◇日時　９月20日 水　
　　　　 午後１時45分～
◇場所　折多地区集会施設

　　　　　　この次は、
　　　　　　10月18日 ( 水 ) 開催

　
こ
の
見
直
し
は
、
現
在
す
で

に
介
護
保
険
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
１
日
３
７
０
円

の
光
熱
水
費
を
ご
負
担
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平

成
29
年
10
月
か
ら
段
階
的
に
実

施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
今
回
の
光
熱
水
費
の

見
直
し
は
、
医
療
療
養
病
床
に

入
院
す
る
65
歳
以
上
の
方
が
対

象
で
す
。
　
　

65
歳
未
満
の
方
や
、
一
般
病

床
・
精
神
病
床
な
ど
に
入
院
さ

れ
て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

　
大
切
な
お
子
さ
ま
が
、
元

気
に
小
学
校
に
入
学
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
必
ず
受
診
し
、

当
日
は
保
護
者
ま
た
は
、
代

理
の
方
の
付
き
添
い
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
者
に
は
、
９
月

上
旬
に
就
学
時
健
康
診
断
通

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
を
さ
れ
た
方
で
ハ
ガ
キ
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
兼
照

会
書
）
が
届
い
た
方
に
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ハ
ガ
キ
に
記
載
し
て
い

る
受
け
取
り
期
限
を
過
ぎ
て
い
る

方
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。

ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
は
、
必
要

書
類
を
持
参
の
上
、
市
民
環
境
課

窓
口
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
が
お
済
み
で
な
い
方
も

受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
交
付
の
た

め
、
下
記
の
日
程
で
日
曜
日
に
開

庁
し
ま
す
。（
ほ
か
の
証
明
書
発

行
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　本人や家族、地域の人で集い、介護の悩みなど
を語り合う「認知症カフェ」を毎月実施していま
す。参加を希望される方は、地域包括支援セン
ターにお申し込みください。

マイナンバー
通知カード

マイナンバー
　カード
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が
け
に
近
接
し
た
住
宅
（
図
の
と
お
り
、
が
け
の
上
端
や

下
端
か
ら
２
Ｈ
以
内
に
あ
る
住
宅
の
こ
と
。）
に
現
在
住
ん

で
い
る
方
が
、
平
成
30
年
度
に
住
宅
を
移
転
す
る
場
合
、
住

宅
解
体
や
新
し
い
住
宅
の
取
得
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

　
市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
あ

い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
、
巡
回
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理

士
、
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
な
ど
専
門
の
知
識
を
も
っ
た
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。

　「
身
体
や
こ
こ
ろ
に
関
す
る
こ
と
」、「
家

庭
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
」、「
福
祉
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
こ
と
」
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
お
困
り
事
、
心
配
事
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
予
約
は
不
要
で
、
市
民
の
方
は

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
を
未
然
に

防
ぎ
、
住
人
の
生
命
を
守
る
た
め
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修

工
事
を
行
う
方
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

認知症サポーター養成講座を開催します
           地域包括支援センター 　☎0996-73-1272

◇日時　10 月 31 日 火　
        ①午前 9 時 30 分～午前 11 時　　

　　        ②午後 1 時 30 分～午後 3 時
　　        ③午後 6 時 30 分～午後 8 時
◇場所　市民会館　第１会議室
◇内容   
　 「認知症について正しく理解し、認知症の　　　
　　方や家族を見守る応援者を養成する講座」
◇対象　どなたでも受講可能
◇定員　上記①、②、③とも 30 人
◇申込期間　　
 　9 月 20 日 水～ 10 月 20 日 金 
◇受講料　無料

認知症に関する講演会を開催します
地域包括支援センター 　☎0996-73-1272

◇日時　10 月 22 日 日　午後 10 時～正午
◇場所　市民会館　大ホール
◇講師　黒野　明

あ
日

す
嗣
つぐ

 先生
　　　　（（公財）慈愛会 介護老人保健施設 愛と結の街 施設長 ( 医師 )）

◇演題　「認知症を学ぼう（仮）」
◇定員　200 人
◇申込期限
　10 月６日 金
※申込み先は、
　地域包括支援センターまで。
※この講演会は、
　「高齢者元気度アップ・ポイント事業」の対象と
　なります。

木造住宅の耐震診断・耐震改修工事を

行う方に補助金を交付しています
都市建設課　建築係 　☎0996-73-1198

がけに近接した住宅の移転を行う方に

補助金を交付しています
 都市建設課　建築係 　☎0996-73-1198

◇補助対象
昭 和 56 年 5 月 31 日 以 前 に

建築（着工）された木造住宅
※その他要件があります。

◇補助内容
○耐震診断
　…上限３万 9 百円
○耐震改修工事
　…上限 30 万９千円

※着工前に申請を行い、承認を
受ける必要があります。

◇補助対象
　高さ（図中のＨ）が２メー
トルを超え、こう配が 30 度
以上のがけに近接している住
宅（図参照）で昭和 46 年 8
月 31 日以前に建築した住宅

◇補助内容
○危険住宅の解体費
　…限度額 80 万２千円
○新しい住宅の建設・購入にお

ける借入金に係る利息
　…限度額 457 万円
○土地の購入における借入金に

係る利息
　…限度額 206 万円
○敷地の造成における借入金に

係る利息
　…限度額 59 万７千円
※平成 29 年 11 月末までにご
相談ください。

福祉サービスに関する巡回相談を開催します
あいわの里相談支援センター 　☎0996-75-2401

◇日時・場所　10 月 10 日 火
　

▲

午前 10 時 ~ 正午　　 西目地区集会施設
　

▲

午後１時～午後３時　大川出張所
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【第 39 回】消費生活コーナー 

個人情報詐欺 

困った時はご相談を！    

阿久根市消費生活センター 

（商工観光課内） 

☎０９９６－７３－１２１１ 

（内線１１１２） 

　
「
簡
単
な
作
業
だ
け
で
高

収
入
が
得
ら
れ
る
」

そ
ん
な
ウ
マ
イ
話
は
あ
り
ま

せ
ん
！

　
体
験
談
や
業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
せ
ず
、
ど

の
よ
う
な
作
業
を
行
う
の
か
、
本
当
に
収
益
が
あ

る
の
か
を
、
第
三
者
の
意
見
を
聞
い
た
り
し
て
、

冷
静
に
判
断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

テーマ

　「市で収集しないごみ」

阿久根市では、ごみステーションなどに出された家庭ごみを
収集運搬していますが、一部、収集できないごみがあります。
専門業者などに依頼して、適切に処理しましょう。

○家電リサイクル品（特定家電用機器廃棄物）

　テレビ（ブラウン管・液晶・プラズマ）、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機・衣類
乾燥機は家電リサイクル法により処理するため、次のいずれかの方法で出してください。
　１．買い替え時に販売店で引き取ってもらう。（リサイクル料金が必要です。）
　２．販売店で引き取りが出来ない場合、業者を紹介いたします。（有料）

○パソコン

　１．「PC リサイクルマーク」が付いた製品は、料金負担なしでメーカーが回収します。
　２．「PC リサイクルマーク」がない製品は、回収再資源化料金が必要です。

○産業廃棄物

　市内のごみステーションは、家庭から出されるごみを対象としております。産業廃棄
物は専門処理業者に引き取りを依頼しましょう。

○その他のごみ

　薬品類・農薬、バッテリー、タイヤ、車部品類、消火器、鋳
い

物
もの

などは、市で収集して
いませんので、販売店・引取店に引き取りを依頼してください。

ウ
マ
イ
話
に
は
要
注
意
!!①　情報商材を購入する際に、メールアドレスや電話番号を入

力したことをきっかけに、業者からメールや電話でさらに高
額の契約を勧誘された。
②　「返金保証」とあるが、業者と連絡がとれない。または、返金
条件を満たしていないと拒否される。
③　ネット・ビジネスを行う場合には、法律の広告表示規制に
より事業者とみなされ、責任を問われる可能性がある。

ネット・ビジネスをきっかけに、
次のようなトラブルに遭う危険もあります。

被害事例　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
ネ
ッ
ト
上
で

簡
単
に
で
き
る
お
仕
事
で
す
」、「
収
入

が
な
け
れ
ば
１
２
０
日
後
に
返
金
し
ま

す
」

　
こ
の
よ
う
な
広
告
を
見
て
、
情
報
商

材
を
１
万
円
で
購
入
。

　
客
か
ら
申
し
込
み
が
あ
る
と
、
商
品

は
業
者
か
ら
申
込
者
へ
直
接
送
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
商
品
は
手
元
に
な

く
、
商
品
代
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払

い
さ
せ
ら
れ
る
。

　
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
に
商
品
は
売
れ

な
い
。
さ
ら
に
、
商
品
の
代
金
も
戻
っ

て
こ
な
い
。

　
電
話
や
メ
ー
ル
で
業
者
か
ら
説
明
を

受
け
、
健
康
食
品
販
売
の
委
託
業
務
を

契
約
。

5 ８月の生ごみ収集量

 99,250kg ( 前月比−８. ５％ )
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子宮頸がん・乳がん・
骨粗しょう症検診のお知らせ

20・30歳代で子宮頸がん、40歳代では乳がんが増えています。こ
の２つのがんは、早期発見・早期治療をすればより高い確率で完治し
ます。

今年度の検診は、県民総合保健センター（集団検診）と博愛会・
ヘルスサポートセンター鹿児島（完全予約制）を選択することがで
きます。博愛会・ヘルスサポートセンター鹿児島（完全予約制）を希
望される方は、電話予約をお願いします。

この機会にぜひ女性がん検診を受けましょう。
※問い合わせ先　健康増進課　保健予防係　☎0996-73-1228

①インターネット予約（２４時間受付）
　・ＱＲコードから簡単に申し込むことができます。⇒⇒⇒
　・市ホームページから申し込むことができます。
　　「阿久根市　女性がん検診」で検索。
②電話予約（平日 9：00 ～ 17：00）
　・博愛会 健診事業部（相良病院）　　☎ 099-224-1821
　・ヘルスサポートセンター鹿児島　☎ 099-267-6292
　⇒「阿久根市の集団検診の申込み」と最初に伝えてください。

県民総合保健センター
(集団検診 )

博愛会・ﾍﾙｽｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
鹿児島 (完全予約制 )

子宮頸がん
(20 歳以上 ) 700 円 700 円
乳がん
(2 方向：40 歳代 ) 1,500 円 1,500 円
乳がん
(1 方向：50 歳以上 ) 1,000 円 1,000 円
骨粗しょう症 200 円

◇料金表

◇県民総合保健センター（集団検診）　※予約不要です。（従来どおりの集団検診です）

◇博愛会・ヘルスサポートセンター鹿児島　※完全予約制、１日100人限定。

受付時間【午前】８：30 ～ 9：00　【午後】12：30 ～ 13：00

※乳がん検診の対象者：平成28年度未受診の方および無料クーポン券対象者

期日 時間・検診内容 会場
11 月  ５日 ( 日 ) ◎ 8：30 ～ 17：00 の指定された時間

◎子宮がん・乳がん検診 保健センター
11 月 13 日 ( 月 )

右の①、②

のどちらか

で申し込ん

でください

【申込期間】

９月 19 日 火
　～９月 29 日 金

９
月
は
健
康
増
進
月
間
！

近
年
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
増
加
、
ま
た
、
高

齢
化
が
進
む
中
、
医
療
・
介
護
に
か

か
る
費
用
負
担
の
増
大
が
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
が
病
気
を
予
防
し
、
元
気
で
長
生

き
で
き
る
期
間
（
健
康
寿
命
）
を
伸

ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
人
生

を
送
る
こ
と
を
目
指
し
、
平
成
29
年

度
、
第
２
次
阿
久
根
市
健
康
増
進
計

画
「
あ
く
ね
元
気
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
健
康

に
関
心
を
持
ち
、
健
康

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
！

health segment
健康コーナー

期日
会場

午前 検診内容 午後 検診内容
10 月 24 日 ( 火 ) 保健センター 子宮・骨 保健センター 子宮・骨
10 月 25 日 ( 水 ) 子宮・骨 子宮・骨
10 月 26 日 ( 木 ) 西目地区集会施設 子宮・乳・骨 西目地区集会施設 子宮・乳・骨
10 月 27 日 ( 金 ) 鶴川内地区集会施設 子宮・骨 脇本地区集会施設 子宮・骨
10 月 28 日 ( 土 ) 脇本地区公民館 子宮・乳・骨 子宮・乳・骨
10 月 29 日 ( 日 ) 保健センター 子宮・乳・骨 保健センター 子宮・乳・骨
10 月 30 日 ( 月 ) 子宮・乳・骨
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高齢者向け予防接種のお知らせ 9/24 日 ～ 9/30 土

もの言わぬ〝腎臓（じんぞう）″

防ぎましょう !! 　『慢性腎臓病』
「ＣＫＤ予防ネットワーク」
　　　　　　　が始まりました！
　阿久根市では、慢性腎臓病（ＣＫＤ）の重症
化を予防するネットワークが発足しました。
　このネットワークは特定健診等で腎機能の
低下がみられた方に、ＣＫＤ登録医と腎臓診療
医との連携により適切な医療を受けていただ
くためのシステムです。
　自分自身の腎臓の状態を知ることが第一歩
です。まずは健診を受診しましょう！

※今年度の特定健診の結果でネットワーク
　の対象となる方への情報提供を始めます。

「慢性腎臓病（ＣＫＤ）」　とは？
　腎障害や腎機能の低下が続く状態をいいま
す。誰もがかかる可能性のある病気で、新たな
国民病ともいわれています。

「ＣＫＤ」が進行すると？
　初期は自覚症状がほとんど無く、どんどん
進行します。夜間尿、むくみ、貧血、倦怠感、
息切れなどの症状が現れ、腎不全になり、透析
治療が一生涯必要になることもあります。
心筋梗塞や脳卒中などの生命に関わる循環器
系疾患の発症リスクが高まり、発症率は３倍に
もなると言われています。

「ＣＫＤ」を予防するためには？
　　⇒まずは生活習慣の改善が重要です！
□　塩分や脂肪を取り過ぎない。
□　肥満・運動不足の解消に努める。
□　節酒・禁煙に努める。
□　十分な睡眠をとり，ストレスをなるべくためない。
□　高血圧や糖尿病などの生活習慣病がある人は医療機

関を受診し，しっかり治療しておきましょう。

高齢者インフルエンザ
予防接種
　インフルエンザによる重症化予
防を目的とした予防接種です。接
種義務はなく、自らの意思で接種
を希望する方のみが受けるもので
す。
◇対象者　
　65 歳以上の方（接種時点）
◇接種回数　１回
◇実施期間　
　10 月１日～ 12 月 31 日
　　　　（ただし、休診日を除く。）
◇接種費用　1,200 円
※対象者には、広報あくね 10 月
号と一緒に予診票を配布しま
す。

高齢者肺炎球菌予防接種
　主に肺炎球菌感染症による重症化
予防を目的とした予防接種です。接種
義務はなく、自らの意思で接種を希望
する方のみが受けるものです。
◇対象者
　65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、 
　90 歳、95 歳、100 歳
　　　　　（平成 30 年４月１日時点）
※過去に肺炎球菌ワクチンを接種し　
たことがある方は対象となりません。
◇接種回数　１回
◇実施期間
　平成 30 年３月 31 日まで
　　　　　（ただし、休診日を除く。）
◇接種費用　2,500 円
※対象者には、広報あくね４月号と一
緒に予診票を配布しています。４月
以降に転入された方、予診票を失く
された方は、市保健予防係までお越
しください。

結核予防週間

出水圏内ＣＫＤ予防ネットワーク連携図

結
核
は

重
大
な
感
染
症
!!

・
咳
が
出
る

・
た
ん
が
出
る

・
体
が
だ
る
い

・
微
熱
が
続
く
　
な
ど

こ
ん
な
症
状
が
２
週
間
以
上
続
く
と
き
は
要
注
意
！

結核で亡くなる方は

年間約2,000人 !
早めに医療機関を受診

してください !!
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阿久根みどこい夏まつり

阿久根みどこい夏まつりが７
月 29 日、市内一円で盛大

に開催されました。
　日中、踊り巡行が行われ、青
年会議所による神輿担ぎ、赤瀬
川地区の六尺棒踊り、山下地区
の三尺棒踊り、脇本地区の山田
楽演舞、浜区の相撲甚句が市内
５カ所で披露され、観客から大
きな拍手を受けていました。
　夕方になると中央公園では、
ちびっこ夏祭りが行われ、キャ
ラクターショーや「シークィー
ンあくね」のお披露目、夜店を
訪れる大勢の来場客でにぎわい
ました。
　パレードでは、阿久根青年会
議所の神輿担ぎや阿久根ボーイ
スカウト阿久根第一団の行進、
そして、あくね毘沙門太鼓響流　

( コール )、阿久根中学校吹奏楽
部、蓮華保育園、認定こども園
あくね園がそれぞれ景気よく演
奏しながら行進し、会場を盛り
上げました。
　ハンヤ総踊りでは、59 団体
２５００人を超える方が参加し、
ハンヤ節や、今年から加わった
鹿児島おはら節の生演奏に合わ
せて「ヨイサーヨイサー」とか
け声を上げ、約１時間、踊りを
楽しみました。
　なお、ハンヤ総踊りで受賞し
た連は、最優秀賞は「藤間流千
朗会」、ハッスル賞は「大川校区
連」、仮装賞は「鹿児島酒蔵」、
元気に踊ったで賞は「西目小学
校」、フォトジェニック賞は「泉
流豊泉会」でした。　
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第25回あくね新鮮おさかな祭り

阿久根漁港新港で８月 13 日、
「第 25 回阿久根新鮮おさか

な祭り」が開催され、家族連れ
など多くの来場者でにぎわいま
した。
　その日にとれた魚介類や水産
加工品が店頭に並び、市価より
も安いとあって買い物客の目を
引いていました。また、魚や野
菜の詰め放題なども人気で、袋
いっぱいに詰め込む客もおり、
楽しい雰囲気となっていました。
一方、子どもたちはブリやアジ
などの「魚のつかみどり」に挑戦。
プールに放された魚をつかまえ
ようと、子どもたちは水びだし

になりながら勢いよく追いかけ、
ブリを捕えると大きな歓声が上
がりました。
　また、特設ステージでは、太
鼓やハワイアンフラなどの披露、
阿久根の特産品などが当たる抽
選会などが行われ、盛り上がり
ました。
　マグロの解体ショーでは、ま
な板に用意された大きなマグロ
が手際よくさばかれる様子を観
客はじっと見守っていました。
その後の試食タイムになると、
さばきたてのおいしいマグロを
食べようと長い行列ができ、笑
顔になっていました。

今年新企画で大人気！

さばきたてのマグロを

すし飯に乗せた

マグロ丼！
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16
年
ぶ
り
に
金
メ
ダ
ル

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ
レ
ー
・
尾
塚
愛
実
さ
ん
、
笑
顔
で
凱
旋

　７月にトルコ・サムスン市で開かれた聴覚障が

い者の国際大会「デフリンピック」で、金メダル

を獲得した女子バレーボール日本代表で本市出身

の尾塚愛実さんが８月18日、市役所を訪問し、西

平良将市長に成果を報告しました。また、この日

の夜には市内ホテルで祝勝会・報告会が開催され、

出身校の鶴翔高校のバレーボール部や勤務先の関

係者など約160人が尾塚さんを囲んで祝福しまし

た。

　デフリンピックは４年に１回開催され、世界の

国・地域が参加して７月18日から30日までの13

日間で競い合いました。女子バレーは全８カ国で

競い合い、日本は予選から勝ち続け、16年ぶりに

優勝を果たしました。

―
金
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
感
想
は
？

「
ず
っ
と
目
標
に
し
て
い
た
の
で
、

実
現
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
で

す
。
夢
の
よ
う(

笑)

」

―
前
回
の
大
会
か
ら
工
夫
し
た
こ

と
は
？

「
筋
力
を
上
げ
パ
ワ
ー
を
身
に
つ

け
ま
し
た
」

―
今
大
会
で
印
象
深
い
試
合
は
？

「
過
去
３
回
メ
ダ
ル
を
獲
っ
て
い

る
強
豪
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
で
す
。

体
格
差
も
あ
り
警
戒
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
チ
ー
ム
が
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
自
分
た
ち
で
流
れ
を
作

り
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

―
今
後
の
目
標
は
？

「
地
元
や
友
人
の
応
援
、
両
親
や

仕
事
場
の
支
援
が
あ
り
感
謝
す
る

ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
４
年
後
に
代
表
に

選
ば
れ
て
連
覇
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
で
す
」

ご
本
人
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

祝賀会で母校・鶴翔高校バレー部の後輩から

祝福を受ける尾塚選手

スパイクを打つ尾塚選手。全７試合で86得点を

奪うなど、チームの要として活躍しました。

金メダルを身に着け、チームメイトと喜びを分

かち合う尾塚選手（中央）
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　阿久根市民会館で８月12～ 14日、「阿久根映

画祭」が開催され、映画監督で女優、アクネ大

使の小川紗良さんが、監督、出演した「ＢＥＡ

ＴＯＰＩＡ（ビートピア）」や、小川さん自身

が出演した「イノセント15」と「みんなでい

こう」の３作品が上映されました。

　ＢＥＡＴＯＰＩＡは、海のある小さな町を舞

台に、町で暮らす男子高校生と、都会から来た

女性がヒップホップ音楽を絡めて描かれた物語。

この作品は昨年夏に阿久根市内でロケが行われ、

阿久根の美しい自然や地元ならではの食、そし

て市民がエキストラ出演しており、そこも見ど

ころとなっています。

　13日と14日には小川さんの舞台あいさつが

あり「たくさんの方に感謝しています。阿久根

の魅力ある人や場所がたくさん詰まった映画を

この地で上映できてうれしい」と話されました。

さらに舞台あいさつ後、小川さんは映画制作に

まつわる話をしてくださいました。

―
完
成
作
品
を
あ
ら
た
め

て
観
て
い
か
が
で
す
か

「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ
が

監
督
２
作
目
。
は
た
ち
の

時
に
阿
久
根
と
い
う
ま
ち

と
一
緒
に
な
っ
て
撮
っ
た
、

と
い
う
経
験
が
す
ご
く
大

き
か
っ
た
。
や
っ
て
よ

か
っ
た
で
す
」

―
阿
久
根
で
上
映
会
が
開

か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

「
撮
影
の
時
も
市
を
中
心

に
支
え
て
も
ら
い
、
こ
の

上
映
会
も
「
小
川
紗
良
監

督
阿
久
根
応
援
の
会
」
と

い
う
名
前
が
つ
い
て
お
り
、

そ
の
名
前
か
ら
も
温
か
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
」

―
阿
久
根
の
自
然
や
食
な

ど
の
撮
影
に
つ
い
て

「
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
か

ら
の
景
色
な
ど
、
存
分
に

使
い
ま
し
た
。
食
に
つ
い

て
も
イ
ワ
シ
な
ど
地
元
の

人
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
食

事
を
盛
り
込
め
ま
し
た
。

阿
久
根
の
食
の
魅
力
は
出

せ
た
の
で
は
」

―
母
親
が
阿
久
根
出
身
。

小
川
さ
ん
に
と
っ
て
「
い

な
か
」
と
は
？

「
夏
休
み
の
楽
し
み
の
場

所
。
今
回
の
撮
影
は
た
だ

遊
び
だ
け
で
な
く
、
い
ろ

ん
な
企
業
や
人
出
会
い
深

く
阿
久
根
に
関
わ
り
ま
し

た
。
自
分
に
と
っ
て
、
よ

り
ふ
る
さ
と
感
が
強
く
な

り
ま
し
た
」

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

石
川
秀
和
さ
ん
、
細
原
裕

香
さ
ん
に
は
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
以
上
に
撮
影

の
要
に
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
協
賛
企
業
の
紹

介
、
エ
キ
ス
ト
ラ
手
配
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
候
補
提

案
な
ど
２
人
が
い
な
け
れ

ば
で
き
な
か
っ
た
映
画
だ

と
思
い
ま
す
」

―
今
後
の
活
動
予
定
、
抱

負
に
つ
い
て

「
ど
れ
ぐ
ら
い
先
に
な
る

か
分
か
ら
な
い
で
す
が
、

役
者
と
し
て
も
監
督
と
し

て
も
海
外
に
行
っ
て
み
た

い
で
す
。
海
外
の
人
と
作

品
を
作
っ
た
り
、
海
外
の

映
画
祭
に
出
品
し
た
い
で

す
。
日
本
で
作
っ
て
日
本

で
公
開
す
る
だ
け
で
な
く
、

世
界
に
通
じ
る
も
の
を
作

れ
た
ら
い
い
な
と
考
え
て

い
ま
す
」

舞台あいさつする小川紗良さん（中央）

阿
久
根
ロ
ケ
映
画
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ
」
な
ど
上
映

小川さん「感謝しています」

1996年東京都生まれ。母親は本市大川出身。

早稲田大学３年生。女優・監督として活躍中。

平成29年からアクネ大使。初監督・主演作「あさつ

ゆ」がゆうばり国際ファンタスティック映画祭

2016にノミネート。今夏、同映画祭で BEATOPIA が

上映され、拍手喝采を浴びました。

映画出演作＝「イノセント15」「あさつゆ」「みんな

でいこう」「BEATOPIA」「聖なるもの」

映画監督作＝「あさつゆ」「BEATOPIA」

小川紗良（おがわ・さら）さん
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　アクネ大使で料理研究家の平野ルミ子さんと

鹿児島市でフラワーアレンジインストラクター

の山﨑淳
じゅんこ

子さんが「美しいクロアチアとスロベ

ニア 東欧二人旅写真展」を８月18日と８月25

日の２日間、にぎわい交流館阿久根駅待合室

ホールで開きました。

　２人とも写真愛好家でもあり、今年６月、旧

市街が世界文化遺産に登録されているクロアチ

アを２人で旅した際に撮影した約20点の写真

を展示。海外ならではの港町の雰囲気や美しい

風景など２人の感性で切り取られた多様の写真

は、来場者の目を引いて楽しませていました。

　平野さんは「駅は旅の玄関口。阿久根にいな

がらも旅をした気持ち、そして阿久根から別の

土地へ旅をしたくなる気持ちになってほしくて

開催した。たくさんの人が訪れ、楽しんでもら

えたのでうれしい。また機会があれば写真展を

開きたい」と目を輝かせていました。

　「わきもと元気祭り」が８月11日、脇本塘
とも

町
まち

の

川沿いで開催されました。地域に元気を生み出そ

うと地元住民でつくる実行委員会が主催し、今年

で５回目。祭りには夜店が軒を並べ、訪れた浴衣

姿の家族やカップルなどでにぎわいを見せました。

また、特設ステージでは郷土芸能やバンド演奏な

どの披露、ラムネの早飲み競争など楽しいイベン

トが行われ、会場を盛り上げました。最後は花火

約70発が打ち上げられ、祭りのフィナーレを飾り

ました。

　波留区の菅原神社で７月22日の夜、六月燈が行

われました。境内には約40個の燈籠が奉納され、

訪れた人たちは夏の風情を楽しみました。

　また特設ステージでは歌や踊り、太鼓の演奏な

ど多彩な演目が披露さ

れ盛り上がりました。

波留区の菅原神社で夏の恒例行事
　第32回六月燈を開催

わきもと元気祭り
　脇本・塘町に笑顔いっぱい

世界文化遺産の街並みを撮影
　２人の写真愛好家が展示会を開催

↑平野ルミ子さん

( 右 ) と山﨑淳子

さん ( 左 )

→ ２ 人 の プ ロ

フィールや旅で撮

影した写真集も展

示されていました。

境内に飾られた燈籠を見

て回る来場客
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　国土交通省が「海の日」に合わせ、海で活躍し

た人や団体におくる海事功労者として、本
もと

正治さ

んが選ばれました。

　本さんは多年にわたって海上安全指導員として

海難防止活動や本市遠泳イベント「海の子カーニ

バル」で33年間、子どもたちを見守るなどの海の

安全確保を積極的に行ってきました。

　８月８日には市役所を訪れ、春
すの

原
はら

善幸副市長を

表敬訪問し、表彰を受けたことを報告されました。

　「だいでんかいでん祭り」が７月22日、折多地

区集会施設で開催され、地区の伝統芸能「折口

東・牟田鎌踊り」やダンスの披露など多彩なス

テージイベントやさまざまな飲食ブースが並び、

多くの来場客でにぎわいました。

　今年２回目の開催で、祭り実行委員会委員長の

慶
けい

越
ごえ

雅弘さんは「昨年に続き、今年も多くの方に

折多地区に来てもらえてうれしい。これからもア

イデアを出して盛り上げていきたい」と意気込み

を話されました。　８月５日、第12回出水地区ちびっこ相撲大会が

出水市で行われ、出水地区内18の小学校、202人

が参加しました。折多小学校の児童が団体の２部

門で優勝、また、個人戦でも好成績を残しました。

成績は次のとおりです。（敬称略）

　阿久根陸上スポーツ少年団の皆さんが横浜市で

８月19日に開催された第33回全国小学生陸上競

技交流大会に出場しました。出場前の８月９日に、

春
すの

原
はら

善幸副市長や原田正美教育長を表敬訪問しま

した。

【共通男子走り高跳び】　中原　大地（阿久根小６年）

【共通女子４×100Ｍリレー】

・上野莉々華（阿久根小６年）・坂元　瑠菜（阿久根小６年）

・尾﨑　陽奈（阿久根小６年）・橋元　幸菜（野田小６年）

・馬場園　桃（阿久根小５年）

【団体戦】いずれも優勝

　上学年（小川天
てん
、慶越太一、肱黒志

し
祐
ゆう
）

　下学年（川崎照
あき
夏
な
、小川王

でん
、篠原玲也）

【個人戦】

　第３学年優勝・篠原玲也、第４学年優勝・小川天

　第５学年３位・慶越太一、第６学年２位・肱黒志祐

多年にわたり海上安全指導員として
　活動する本正治さんが表敬訪問

折多地区が大にぎわい
　第２回だいでんかいでん祭り

阿久根陸上スポーツ少年団の皆さんが
　表敬訪問し、全国大会出場を報告

折多小学校の児童が出場
「ちびっこ相撲大会」で大活躍

※大会出場者、敬称略

９月１日、西平良将市長を表敬訪問した児童たち
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地域の伝統芸能を伝承
「山田楽」「山下三尺棒踊り」小学生が夏休みに特訓

脇本地区「山田楽」

山下地区「山下三尺棒踊り」

脇本地区に伝わる伝統芸能「山田楽」を守り

伝えようと８月 17 日から月末にかけて７

日間、脇本小学校の５年生児童 27人が特訓を受

けました。山田楽保存会の松﨑勝雄さんと山田勝

さんの指導や６年生から指導を受け、また、保護

者の飲み物などの差し入れのサポートを受けなが

ら、同小の体育館で演舞の習得に励みました。こ

の取組みは今年で 34年目で、期間の最初の３日

間は折多小学校６年生も練習に参加しました。

　山田楽は、もともと江戸時代初期に出水の地頭

だった山田昌巌が兵士の士気を鼓舞するために広

めたとされ、４種類の楽器（めはち、鉦（かね）、

大太鼓、小太鼓）を打ち鳴らし、独特のかけ声を

出しながら踊ります。　

　演舞の初披露は学校近くの宮崎神社に奉納する

９月で、子どもたちはその日に向けて汗をぬぐい

ながら、演舞に磨きをかけていました。

山
下三尺棒踊りの継承活動が夏休み期間中、山下

小学校４・５・６年生の児童 29人を対象に行

われました。

　保存会（会長は倉村和広さん）の方々を中心に平

成３年から毎年実施されており、踊りは地域の各種

行事で披露されています。

　この踊りは、江戸時代に薩摩藩が強兵策の一つと

して、農民の訓練のために奨励したのが始まりとさ

れています。三尺（約１メートル）の棒を持ち、６

人一組となり、リズムに合わせて独特のステップを

踏みながら舞い、時々、隣の人の棒と打ち合う場面

もあるので互いの息を合わすことが求められます。

　初披露は敬老会で行われることとなっており、子

どもたちは互いの息を合わせるため、繰り返し練習

を重ねていました。
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鶴翔高校自慢の商品ラインナップ

おかげさまで
見事完売しました！

小学生が農業体験

「アグリキッズスクール」

２人の生徒が

国家検定合格

鶴翔の魅力を紹介！

「中学生体験入学」

阿久根と鶴翔を元気にＰＲ

「うまちか！甲子園」出場

→

食農研究部の生徒８人がＰＲ！

ＶＯＬ . ２９

お詫びと訂正
広報あくね８月号「農業鑑定競技会・平板測量競技会」内の記事に誤りがありました。

お詫びして訂正します。優秀賞造園部門 （誤 ) 松木 陽（三笠）　( 正 ) 松木 翼（三笠） ※敬称略

喜
び
の
笑
み
を
見
せ
る
松
木
翼
君

と
貴
島
命
さ
ん

体
験
日
限
定
の

特
別
ラ
ベ
ル
!!

　

総
合
学
科
環
境
緑
地

系
列
３
年
生
の
松
木
翼

君(

三
笠
中
出
身)

が

造
園
３
級
に
、
ま
た
、

農
業
コ
ー
ス
３
年
生
の

貴
島
命
さ
ん(

平
成
中

出
身)

が
フ
ラ
ワ
ー
装

飾
３
級
に
見
事
に
合
格
し
ま
し

た
。
技
能
検
定
は
厚
生
労
働
省

が
所
管
す
る
国
家
検
定
で
あ

り
、
造
園
の
職
種
は
鶴
翔
高
校

か
ら
は
初
め
て
の
合
格
で
す
。

　

合
格
証
を
受
け
取
っ
た
松
木

君
は
「
こ
の
資
格
を
生
か
せ
る

仕
事
に
就
い
て
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
た
い
で
す
」
と
話
し
、

ま
た
、
貴
島
さ
ん
は
「
出
来
た

装
飾
を
飾
っ
て
も
ら
え
る
の
が

う
れ
し
い
し
、
自
信
が
つ
き
ま

し
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。

　

８
月
19
日
・
20
日
、
博
多
阪

急
デ
パ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
第
６

回
「
う
ま
ち
か
！
甲
子
園
」
に
、

８
人
の
食
農
研
究
部
員
が
九
州

各
県
の
代
表
と
と
も
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

商
品
の
紹
介
を
行
う
中
で
接

客
マ
ナ
ー
も
学
び
な
が
ら
、
鶴

翔
自
慢
の
加
工
品
や
目
玉
商
品

「
鶴
翔
コ
ロ
ッ
ケ
」
の
実
演
販

売
を
し
、「
阿
っ
く
ん
」
と
と

も
に
元
気
に
阿

久
根
市
と
鶴
翔

の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま

し
た
。

　

食
品
技
術
科

の
白
澤
唯
香
さ

ん(

高
尾
野
中

出
身)

は
、「
売
れ
行
き
や
客

足
の
多
い
時
間
帯
を
見
な
が

ら
自
分
た
ち
で
商
品
準
備
を

す
る
こ
と
は
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
販
売
方
法
な
ど

の
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
経
験
を
今
後
の
活

動
に
生
か
し
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
、
市
内
外
の
中
学

３
年
生
１
０
３
人
が
「
中
学
生

体
験
入
学
」
に
参
加
し
、
高
校

の
授
業
や
部
活
動
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
興
味
深
そ
う
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
系
列
で

体
育
の
授
業
を
体
験
を
し
た
生

徒
は
「
中
学
校
と
は
違
う
体
験

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

自
分
の
進
路
を
改
め
て
考
え

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
中
学
生
が

一
人
で
も
多
く
入
学
し
、
大
き

な
夢
を
叶
え
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。　

　

８
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
主
催
の
出

水
市
・
阿
久
根
市
・
長
島
町
の
小
学
校
４
・５
・

６
年
生
を
対
象
に
し
た
「
ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
ス
ク

ー
ル
」
の
入
学
式
と
農
業
体
験
が
鶴
翔
高
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

植
物
を
育
て
収
穫
す
る
喜
び
や
食
べ
物
を
大

切
に
す
る
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
農
業
体
験

を
行
う
も
の
で
、
今
回
は
40
人
の
小
学
生
が
、

鶴
翔
高
校
の
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
パ
ン
作
り
や

鉢
植
え
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

 

鶴翔高校の“いま”を伝える！

鶴翔 News Vol.

阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」。
そこで過ごす生徒の活躍を紹介します。
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平
成
29
年
度
阿
久
根
市
小
・
中
学
校
弁
論
大
会
が
８
月
１
日
、
大
川
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
校
の
代
表
13
人
が
登
壇
し
、
将
来
の
夢
や
希
望
、
地
域
や
伝
統
へ
の
思
い
、
家
族
へ
の
関
わ
り
な

ど
に
つ
い
て
堂
々
と
論
述
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【審査委員長の荻野繼
つぐ

雄
お

さんによる講評】

　弁論大会で大事なことは、訴えたいことを筋道立てて相手に伝
えることであり、弁士の熱意が聞き手の共感を呼ぶものです。その
点、13人の弁論は優劣つけ難いものでした。
　ふるさと阿久根に対する愛着や将来への夢や希望など、感銘を
受けるとともに、阿久根の子供たちへの期待を抱かせる弁論大会
でした。

【大会結果】（敬称略）

◆市長賞
　・荒 木 　 美 優（三笠中３年）　　「私のふるさと」
◆議長賞
　・山 口 　 優 希（田代小６年）　　「思いを受け継ぎ未来へ動く」
◆教育長賞
　・入 尾 野 千 晴（阿久根小６年）　「大好きな町、阿久根市へ」
　・新 町 　 将 大（鶴川内中３年）　「日本語を使いこなすために」
◆入　賞（発表順）
　・牛 堀 　 百 愛（山下小６年）　　「私はお母さんの代わり」
　・若 松 　 夢 月（尾崎小５年）　　「最上級生としてのぼくの決意」
　・松 林 依 千 花（西目小６年）　　「海と共に生きる」
　・㞍 無 濱 知 佳（大川小６年）　　「考えて動く　自分から」
　・西 田 　 清 香（折多小６年）　　「最上級生プライド」
　・西 　 　 紗 佳（脇本小６年）　　「山田楽とわたし」
　・宮 﨑 　 亮 輔（鶴川内小６年）　「あくまきに学んだ昔の人の心」
　・宮 里 　 洸 一（大川中１年）　　「先人たちが守ってきた大川魂」
　・松本ひまわり（阿久根中３年）　「あたりまえを感謝に」
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「
隼
人
の
　

　
薩
摩
の
瀬
戸
を 

雲
居
な
す

　
遠
く
も
我
は

　
今
日
見
つ
る
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
王
」

　
こ
の
歌
は
、
私
の
ふ
る
さ
と
脇
本

に
あ
る
黒
之
瀬
戸
を
長
田
王
が
訪
れ

た
と
き
に
、
黒
之
瀬
戸
の
美
し
さ
に

心
奪
わ
れ
詠
ん
だ
歌
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
私
の
ふ
る
さ
と
脇
本
は
、
自
然
豊

か
な
地
に
あ
り
ま
す
。
ど
こ
ま
で
も

白
い
砂
浜
が
続
く
海
岸
、
緑
豊
か
な

山
々
、
夜
に
な
る
と
広
が
る
満
点
の

星
。
私
は
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
が
大
好
き
で
す
。
　

　
自
然
豊
か
で
住
み
や
す
い
ふ
る
さ

と
で
す
が
、
最
近
は
、
ど
ん
ど
ん
人

口
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
荒
れ
た

畑
、
登
下
校
中
に
見
る
荒
れ
た
空
き

家
。
そ
ん
な
ふ
る
さ
と
の
景
色
を
見

る
と
、
悲
し
く
な
り
ま
す
。
中
学
三

年
生
に
な
っ
た
今
、「
こ
こ
ま
で
私
を

育
て
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
に
何
か
恩

返
し
が
し
た
い
」
そ
う
思
っ
て
、
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
清
掃
活
動
に
参

加
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
今
ま
で

は
、
清
掃
活
動
の
日
が
休
み
の
日

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
に
負
け
て
参
加

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

「
私
も
も
う
中
学
三
年

生
だ
。
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
ふ

る
さ
と
に
恩
返
し
を
す
る
た
め
に
思

い
切
っ
て
参
加
し
て
み
よ
う
。」
と

決
意
し
ま
し
た
。

　
清
掃
活
動
で
は
、
道
の

草
を
抜
い
た
り
、

落
ち
て
い
る
ゴ

ミ
を
拾
っ
た
り

し
ま
し
た
。
中

に
は
、
な
か
な

か
抜
け
な
い
手

ご
わ
い
草
も
あ

り
、
困
っ
て
い

る
私
に
お
ば
あ

さ
ん
が
、
草
の

抜
け
や
す
い
方
法
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。「
こ
ん
な
に
簡
単
に
抜
け
る
ん

だ
。」
と
思
い
、
教
え
て
く
れ
た
お

ば
あ
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
言
う
と
、

「
い
い
え
。
暑
い
中
、
参
加
し
て
感

心
だ
ね
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
と
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め
て

参
加
し
た
清
掃
活
動
で
地
域
の
方
々

と
触
れ
合
い
、
地
域
の
方
々
の
優
し

さ
と
温
か
さ
が
身
に
し
み
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
方
々
の
笑
顔
も
増
え
ま
す
。

ふ
る
さ
と
が
み
な
さ
ん
の
や
す
ら
ぎ

の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
思
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
清
掃
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
先
日
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
と
き
、

自
分
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、
ふ

る
さ
と
を
旅
立
つ
人
た
ち
の
番
組
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

「
い
っ
て
き
ま
す
。」

笑
顔
で
送
り
出
す
家
族
と
、
涙
を
流

し
な
が
ら
旅
立
つ
人
の
映
像
。
お
互

い
、
家
族
を
思
う
姿
に
胸
が
じ
ん
と

し
ま
し
た
。「
い
っ
て
き
ま
す
。」
の

そ
の
言
葉
に
、
大
き
な
不
安
と
希
望

が
ま
じ
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
て
、

「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
テ
レ

ビ
を
見
な
が
ら
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
「
高
校
を
卒
業
し
た
ら
、
ふ
る
さ

と
を
出
て
暮
ら
し
な
さ
い
。」
と
、

私
は
母
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
を
出
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

し
て
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
き
て
ほ
し
い
、
と

い
う
母
の
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
他

の
地
に
住
む
こ
と
は
怖
く
て
、
あ
ま

り
気
が
進
み
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ふ

る
さ
と
に
は
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ

る
方
々
や
家
族
が
い
て
安
心
し
て
帰

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
え
ば
、
他
の

地
で
も
頑
張
れ
る
の
か
な
と
も
思
い

ま
す
。
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
と

き
に
胸
を
は
っ
て
「
た
だ
い
ま
」
と

言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
私
は
思

い
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
は
、
安
ら

ぎ
の
場
で
す
。
楽
し
い
こ
と
も
、
悲

し
い
こ
と
も
全
部
包
ん
で
私
に
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
私
に
と
っ

て
安
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
ふ
る
さ
と
が

い
つ
ま
で
も
残
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、

私
が
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
で
き
る
精

一
杯
の
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。
自

分
に
と
っ
て
、
そ
し
て
地
域
の
方
々

に
と
っ
て
、
安
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
ふ

る
さ
と
を
目
指
し
て
。

※
原
文
の
ま
ま
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
長
賞
　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
　
三
笠
中
３
年
　
荒
木
　
美
優

市長賞を受賞した

三笠中３年　荒木 美優さん
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創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

　
新
し
く
事
業
を
お
考
え
の
方
や
開
業
し
て

間
も
な
い
方
を
対
象
に
、
計
６
日
間
で
創
業

の
知
識
を
習
得
し
、
各
自
の
事
業
計
画
を
完

成
さ
せ
る
短
期
集
中
型
の「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
専
門
家
に
よ
る
講
義
の
他
、
創
業
経
験
者

の
体
験
談
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
制
度
融

資
の
紹
介
と
活
用
の
仕
方
な
ど
、
創
業
を
お

考
え
の
方
、
創
業
前
の
チ
ェ
ッ
ク
、
創
業
後

の
経
営
内
容
の
確
認
を
さ
れ
た
い
方
に
お
勧

め
で
す
。

◇
日
程 

※
各
日
土
曜
日

10
月
…
21
日
、
28
日

11
月
…
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◇
場
所
　
阿
久
根
商
工
会
議
所

◇
受
講
料
　
５
千
円
（
税
込
）
※
６
日
間
分

◇
受
講
内
容

・
起
業
の
心
構
え

・
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
出
し
方
、見
つ
け

方
、作
り
方

・
成
功
し
た
創
業
者
の
事
例

・
販
売
計
画
の
作
り
方
、顧
客
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
方
法

・
会
計
知
識
の
基
礎
、決
算
書
の
読
み
方

・
資
金
調
達
の
手
法
お
よ
び
公
的
支
援
制
度

の
紹
介
と
活
用
の
仕
方

・
労
務
、人
材
の
活
用

◇
応
募
締
切
　
定
員
15
人（
先
着
申
込
み
分
）

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
商
工
会
議
所

　
　
中
小
企
業
相
談
所

　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

離
職
者
等
再
就
職
委
託
訓
練
生

を
募
集
！（
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
）

　
ワ
ー
プ
ロ
や
表
計
算
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操

作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
知
識
な
ど
、
事
務

処
理
に
必
要
な
情
報
の
処
理
、
管
理
お
よ
び

活
用
の
た
め
の
実
践
的
技
術
を
習
得
す
る
と

と
も
に
、各
種
資
格
の
取
得
も
目
指
し
ま
す
。

◇
訓
練
期
間
　
10
月
24
日
㈫
～
平
成
30
年
　

　
１
月
23
日
㈫
（
原
則
、
月
～
金
曜
日
の

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

◇
定
員
　
22
人

◇
応
募
資
格
　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
ま
た

は
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
な
く
て
も
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し

て
、公
共
職
業
安
定
所
長
の
職
業
訓
練
受

講
推
薦
等
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
方

◇
訓
練
場
所

　
出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

◇
募
集
期
間

　
８
月
21
日
㈪
～
９
月
28
日
㈭

◇
受
講
料
な
ど 

　
無
料（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
１
万
３
千
円
、保
険
料
３
千
円
は

負
担
）

◇
選
考
日
時
　
10
月
10
日
㈫
午
前
９
時
ま
で

　
に
集
合

◇
選
考
場
所

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

◇
申
込
先
　
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
９
６
（
５
３
）
０
２
０
７

　
～
入
校
し
て
訓
練
す
る
方
～

◇
訓
練
す
る
科

　
情
報
電
子
科
、デ
ザ
イ
ン
製
版
科
、

　
建
築
設
計
科
、義
肢
福
祉
用
具
科
、

　
Ｏ
Ａ
事
務
科
、ア
パ
レ
ル
科
、

　
造
形
実
務
科

◇
募
集
期
間
　
※
Ａ
日
程
は
受
付
終
了

▽
Ｂ
日
程
　

　
９
月
19
日
㈫
～
10
月
31
日
㈫

▽
Ｃ
日
程
　

　
11
月
６
日
㈪
～
12
月
４
日
㈪

▽
Ｄ
日
程

　
12
月
21
日
㈭
～
平
成
30
年
１
月
22
日
㈪

▽
Ｅ
日
程
　

　
平
成
30
年
２
月
８
日
㈭
～
平
成
30
年
３
月

　
２
日
㈮

◇
訓
練
期
間
　
　

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
１
年
間

◇
そ
の
他

　
校
内
に
寮
も
完
備
し
て
い
ま
す
。入
寮
は

任
意
で
す
。（
介
護
に
つ
い
て
は
対
応
し
て
い

ま
せ
ん
）

　
ま
た
、
授
業
料
、
入
校
検
定
料
は
無
料
で

す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、雇
用
保
険
の
延
長
、職
業
訓
練
受

講
給
付
金
・
訓
練
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
～
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
受
講
す
る
方
～

◇
訓
練
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
訓
練

　（
ワ
ー
プ
ロ
、表
計
算
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
機
能
・
基
本
操
作
の
習
得
な
ど
）

◇
訓
練
期
間
　
　

11
月
15
日
㈬
～
平
成
30
年
２
月
14
日
㈬

（
３
カ
月
コ
ー
ス
）

（
訓
練
時
間
　
午
前
９
時
10
分
～
午
後
３

時
50
分
）

◇
訓
練
場
所
　

有
限
会
社
　
キ
ズ
ナ
　
キ
ュ
ー
エ
ー
パ

ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

（
〒
８
９
９

−

０
２
０
３
　
出
水
市
上
鯖

渕
６
２
１
　
駅
東
ビ
ル
２
Ｆ
）

◇
募
集
期
間

　
10
月
２
日
㈪
～
10
月
20
日
㈮

◇
願
書
提
出
先
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
書
類
　

入
校
願
書
、障
害
を
証
明
す
る
手
帳
等
の

写
し
、写
真
１
枚（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

◇
選
考
方
法
　

面
接（
面
接
日
：
10
月
31
日
㈫ 

、

面
接
場
所
：
㈲
キ
ズ
ナ
　
キ
ュ
ー
エ
ー

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
）

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
・
訓
練
生
募
集
！

　
※
問
い
合
わ
せ
先

　
　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
　 

☎
０
９
９
６（
４
４
）２
２
０
６

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
・
職
業
訓
練
生
募
集
！
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福
岡
県
北
九
州
市
若
松
区
の
福
岡
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校(

国
立
県
営)

で
は
、
平

成
30
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

◇
訓
練
期
間
　

平
成
30
年
４
月
か
ら
１
年
間
（
た
だ
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
の
み
２
年
間
）

◇
募
集
人
員

※
１
５
０
人(

男
女
不
問)

◎
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
　
　
　
20
人

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
　
　
20
人

◎
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
　
　
　
20
人

◎
Ｏ
Ａ
事
務
科
　
　
　
　
　
20
人

◎
建
築
設
計
科
　
　
　
　
　
20
人

◎
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
　
　
25
人

　（
う
ち
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス(

視
覚
障

が
い
者
対
象)

は
５
人
程
度
）

◎
総
合
実
務
科(

知
的
障
が
い
者
対
象)

20
人
程
度

◇
応
募
資
格

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
、
取
得

可
能
な
方

・
精
神
障
が
い
者
で
統
合
失
調
症
、
そ
う
う

つ
病
、
て
ん
か
ん
の
い
ず
れ
か
の
診
断

を
受
け
て
い
る
方
で
主
治
医
の
意
見
書

の
写
し
を
提
出
で
き
る
方

・
総
合
実
務
科
は
、
療
育
手
帳
な
ど
の
所
持

者
◇
受
付
期
間

※
新
規
中
学
校
卒
業
者
含
む

　
11
月
１
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

※
問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
３
（
７
４
１
）
５
４
３
１
　

小
学
３
年
～
高
校
生
を
対
象

海
外
研
修
参
加
者
募
集
！

　（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

５
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、
国
際

感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

お
一
人
で
参
加
す
る
方
や
初
め
て
海
外
に
行

く
方
が
７
割
以
上
参
加
し
ま
す
。
事
前
研
修

会
で
は
、
仲
間
づ
く
り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ク
リ
ス
マ
ス
　
　

体
験
、
英
語
研
修
、
文
化
交
流
、
地
域

見
学
、
野
外
活
動
な
ど

※
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を
選
択
可

◇
研
修
国

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

◇
日
程

12
月
24
日
㈰
～
平
成
30
年
１
月
４
日
㈭

の
う
ち
６
～
10
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◇
対
象
　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

　
※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◇
定
員
　
各
グ
ル
ー
プ
15
人

◇
参
加
費

　
22
・
８
～
42
・
８
万
円

◇
締
切
日
　
11
月
１
日
㈬

　
※
10
月
25
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
め
ば
　

　
１
万
円
割
引

※
問
い
合
わ
せ
先

　（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

「
ｅ

−

ｔ
ａ
ｘ
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
！

　「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

−

ｔ
ａ
ｘ
）」
に
は
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。（
ほ
か
に
も
有
り
ま
す
）

①
自
宅
な
ど
か
ら
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
し
た

還
付
申
告
は
、還
付
金
を
３
週
間
程
度
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
手
数
料
が
書
面

請
求
の
場
合
よ
り
も
安
価

③
税
務
署
へ
行
く
こ
と
な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
、申
請
・
届
出
、納

付
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
ｅ

−

ｔ
ａ

ｘ
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
・
職
業
訓
練
生
募
集
！

ス
タ
ジ
オ
で
記
念
撮
影
す
る
２
市
の

田
代
小
児
童
＝
南
日
本
放
送

女女性性がが一一人人でで気気軽軽にに入入れれるる店店
コーヒー  （おつまみ付き）　 400円
モ-ニング　（ドリンクセット）  500円
ケーキセット（ドリンクセット） 500円
ランチセット　（4種類から）　640円

手作り弁当  (お茶付き)　予約　　  500円

  喫喫茶茶    みみんんななのの部部屋屋　　（（朝朝77時時かからら））

（場所）ジョイフルより南へ100ｍ （ ）６４―６２８８☎

第 19 回
（公財）阿久根市美しい海のまちづくり公社

グラウンド・ゴルフ大会

◇日 時　10月26日 木
　　　　　　　受付 8：30 ～
◇場 所　阿久根総合運動公園 
　　　　　　　多目的運動広場
　　　　　　　（ソフトボール場）
◇募集チーム　64 チームまで
◇参 加 資 格　阿久根市在住の方
◇参 加 費　200 円／人
◇募 集 締 切　10 月 12 日 木
※申込み・問い合わせ先
　( 公財 ) 阿久根市美しい海の

まちづくり公社
☎ 0996-72-1755

　　  おれんじ鉄道感謝デー♪

◇実施日　10 月８日 日
◇運　賃　大人 300 円、子ども 100 円

　　　　  ( それぞれ乗車１回の運賃 )
　　※ 300 円未満の区間は通常運賃

川内ー八代駅間
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▲

「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　らしの情報 く ▲

阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） 

▲

三笠支所☎0996-75-0002 

▲

大川出張所☎0996-74-0001　らしの情報 く 



  
 

          

    

市立図書館 ☎０９９６－７２－０６０７
開 館 時 間 午前９時～午後７時 図書館へ行こう！

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。

今い
ま
ふ
う風
の
案
山
子
も
履
か
ぬ
も
ん
ぺ
履
き

　
た
ぎ
る
西
日
に
藷
の
草
取
る�

有
田
イ
チ
エ

ア
ル
バ
ム
を
捲
り
ゐ
る
君
の
目
差
し
に

　
心
の
内
を
覗
い
て
見
た
し�

齊
藤
　
昌
子

新
築
の
屋
内
ま
で
も
照
ら
さ
む
と

　
め
ぐ
り
の
代
田
ひ
か
り
を
放
つ�

亀
澤
　
笑
子

新
盆
の
提
灯
明
か
り
風
に
揺
れ

　
無
言
の
空
気
に
義
父
の
名
を
呼
ぶ�
飛
松
　
保
子

鳳
仙
花
夢
に
立
つ
人
皆
遠
し�

下
薗
　
沙
津

鳳
仙
花
島
倉
千
代
子
今
は
亡
き�

下
田
　
京
子

鳳
仙
花
姉
妹
そ
れ
ぞ
れ
新
天
地�

中
尾
　
啓
子

鳳
仙
花
あ
の
児
や
あ
の
娘
い
ま
何
処�

波
留
　
淑
子

 新刊コーナー

題
　「
　
　
　
」

題 

「
靴く
っ

」

  本のリクエスト・受付について
　市立図書館では、本のリクエスト・予約も可能です。カウンターに

て受付を行いますので、ご希望の際はお気軽にご相談下さい。

※都合により、ご用意できない本や、貸出までに多少お時間を頂く場

合もございます。予めご了承ください。

●『君が夏を走らせる』瀬尾　まいこ（著）

●『ゴースト　Ghost』中島　京子（著）

●『銀河の通信所』長野　まゆみ（著）

●『あやしい妖怪はかせ』
西村　繁男（絵）小森　香折（文）

金髪にピアスでふらふらしている俺が、先輩の

子どもの面倒をみる羽目に…。なんとかひと夏

を乗り切ろうとする16歳の不良少年・大田の、

出会いと別れの物語。

鬱蒼とした原宿の館に出没する女の子、20世

紀を生き抜いたミシン、おじいちゃんの繰り

返す謎の言葉、廃墟と化した台湾人留学生寮

…。温かいユーモアに包まれた7つの幽霊連作

集。

銀河通信につないでごらん。賢治の声やいろ

んな声が、聞こえてくる。足穂や百間とおぼし

き人々から、詩や童話の登場人物までが宮沢

賢治を語る、未知なる4次元小説。

屋根裏にいる妖怪を調べてもらおうと、妖怪

はかせを呼んできたモリオ。そこにいたのは

妖怪とうふこぞうだった。人間が怖くて隠れ

ていたという。妖怪はかせが「もっとこわい

妖怪に変えてやろう」と呪文を唱えると…。

子こ

ぶ

げ

ん

し

ゃ

分
限
者
　
玄ふ

ん

ご関
み
靴く
っ

が
　
踊お
ど

い
出で

っ

宮
原
　
若
女

【
唱
】
片か

た

づ

け

は

は

付
け
母
も
　
放ほ

た

っ置
と
り
ま
す
。

酔よ

く
ろ
た
や
　
間ま

っ

ご違
て
帰も

ど

っ宅
　
他ひ

と人
ん
靴く
っ

林
田
　
夜
酔

【
唱
】
！
ま
た
間ま

っ

ご違
て
ち
！
　
女か

か房
い
怒が

ら

れ
っ
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を
い
使
名
仮
的
史
歴
は
名
仮
り
送
※

。
す
ま
い
て
し
用
使

》
会
歌
短
根
久
阿
《

》
会
句
俳
根
久
阿
《

句
狂
摩
薩
《

　

》
会
旦
文
ん
阿



読者のお便り紹介
きいてよY

　

お便り待ってます！！
＜応募方法＞
郵送もしくはメールで、お便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見やご要望などをご記入く
ださい。なお、掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、
他者を特定する情報は削除する場合もあります。

＜応募先＞
〒８９９－１６９６ 阿久根市鶴見町２００番地
「阿久根市役所総務課きいてよ！阿っくんコーナー」まで
E-mail:hishokoho@city.akune.kagoshima.jp
☎０９９６-７３- １２０８（直通）

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。

　

今
年
の
夏
、
２
０
２
０
年
の

第
75
回
国
体
の
開
催
地
が
鹿

児
島
県
に
正
式
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
鹿
児
島
で
の
開
催
は

１
９
７
２
年
以
来
２
度
目
で

す
。
会
期
は
10
月
３
日
か
ら
13

日
ま
で
の
11
日
間
。
阿
久
根
で

は
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
国
体
開
催
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
中
、
先
日

に
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
リ
ン
グ
を

新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
選
手
た
ち
は
、
鉄

柱
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
仮
設
の

リ
ン
グ
で
練
習
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
設
置
さ
れ
た
リ
ン
グ

で
は
実
戦
と
同
じ
感
覚
で
練
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
さ

ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

選
手
が
活
躍
し
、
阿
久
根
の

ボ
ク
シ
ン
グ
が
ま
す
ま
す
盛

り
上
が
っ

て
ほ
し
い

と
願
う
ば

か
り
で
す
。

　
（
所
﨑
）

三笠中学校１年

濵之上 典
てん

樹
き

 君

人のうごき（8月31日現在）

前月比 

人　口 21,131人 （−� 17）

　男 9,952人 （−� 10）

　女 11,179人 （−� 7）

世帯数 10,276世帯（＋� 6）

◦出生� 14人/
◦転入� 37人/

◦死亡� 31人
◦転出� 37人

「
リ
ン
グ
」

　僕は今、部活で柔道をしています。

中学校での目標は、県総体に出場して、

活躍することです。

　だから、いつも部活や少年団などで

練習に励んでいます。目標を達成でき

るよう頑張りたいです。

　鶴川内中学校で８月23日、毎年恒例の「よか

どし学寮」が行われました。同中生徒が校区内

の鶴川内小、田代小、折多小５、６年生の児童

と交流するもので、カレー作りやレクリエー

ションなどで親睦を深めました。鶴川内小６年

の大平優香さんは「先輩と楽しい１日を過ごせ

ました。中学校に入って社会を勉強するのが楽

しみです」とにっこり笑顔。同中２年の浦上

空
た か や

也君は「学校は自然に囲まれた良い環境にあ

り、後輩とまた一緒に学びたい」と話しました。

鶴川内中学校で生徒と児童が交流♪

「よかどし学寮」実施

先輩、 後輩一緒になって、
鶴川内地区を盛り上げてくださいね！

与
え
ら
れ
た
題
の
絵
を
描
い
て
、
チ
ー

ム
の
み
ん
な
に
伝
え
る
ゲ
ー
ム
を
楽
し

む
生
徒
・
児
童
た
ち
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出 水 法 律 事 務 所 
弁護士  米 田 圭 吾 鹿児島県弁護士会所属

鹿児島県出水市昭和町

月曜日～金曜日 午前 時 分～午後 時まで

相続、離婚、借金、労働、交通事故、その他

幅広い分野を取り扱っております。お困りの

ことについて、お気軽にご相談ください。

まずは、お電話でご予約ください。

初回の相談料は 

 １時間まで無料です 

　

婚活イベント「華コン in 阿久根」
参加者募集中 !!

◇応募資格　おおむね 23 歳以上 50 歳未満の方
　　　　　　（男性は市内在住の方に限ります）
◇募集人数　男女それぞれ 25 人

円000,2】性女【  円000,3】性男【 費加参◇
◇応募締切　９月 22 日（金）
※詳しくは、市のホームページをご覧ください。

花火大会
19:30 ～　阿久根新港外港

10:00 ～ 18:30、阿久根市内

10
 

正午～ 18:00 番所丘公園

第２回 華の BBQ　AKUNE

ブランド牛「華鶴和牛」などでバーベキュー♪
地元出展業者による飲食物の販売コーナーや　
ステージイベント、抽選会など盛りだくさん！

 

in

レーザーショーや

大玉 50 連発！

約 8000 発 !!!

華鶴和牛でバーベキュー大会

 前売りチケット販売中 !! １枚 2,000 円
【販売場所】市役所農政課窓口、三笠支所、大川出張所、㈱あくね
や、まきや、ファミリーマート（Ｆａｍｉポート）、ハモニカン、生活研
究グループ、アグリス、ＵＭＩＮＯＩＥ　ＳＵＮＦＬＯＷＥＲ、又間
水産㈲、海の家あすなろ、高松川内水面漁業協同組合、福美丸水産、
まるじゅ本舗、かのあい弁当、㈲福永食品、鶴翔高校、北さつま漁業
協同組合、志（こころ）、㈱スターゼンミートプロセッサー

求人のご案内

冷蔵庫への入出庫作業員

冷蔵庫への入出庫作業
パソコンで入出庫データ入力
製品の運搬 (２ﾄﾝ車運転）等

㈲やまた水産食品
阿久根市晴海町 11 番地 ☎ 0996-72-3033
まずはお気軽にお問合せください。

第 11 回

問 阿久根市観光連盟「阿久根まちの駅」☎0996-72-3646 

９/１金

10/31 火

開催期間

１０ . １ sun

おかえりなさい！

華の５０歳組
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●編集／発行 阿久根市総務課秘書広報係 〒899-1696  鹿児島県阿久根市鶴見町200番地 ☎0996-73-1208（直通）
●阿久根市ホームページ ＵＲＬ http://www.city.akune.kagosh ima.jp
●阿久根市観光サイト  ＵＲＬ http://go-akune.jp
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